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抗議先電話等一覧表は１４頁
聖公会司祭　驚愕の性犯罪事件！
“衝撃のドキュメント　４・１８、退職撤回“
2006年8月14日被害者父親に面会した結果

　　　　　　　　　　あらたに赤文字囲いの部分が判明しました。
聖公会主教・司祭・教役者・信徒その他関係者のみなさん！
私共が何故この事件を取り上げここまで追求し告発するのか―それは日本国の憲法によって承認され守られている宗教法人“日本聖公会”にはわずかでもタブーがあってはいけないと思うからだ。聖書の教えを説き傘下に多くの有名な教育機関、医療機関、福祉施設をもつところからその影響力はまことに大であり、世間一般の企業に比べはるかに高い倫理規範と責任が必要だ！
しかしながらこの事件の発生から結審後の聖公会の対応、考え方はまことに責任のない世間の常識からおよそかけ離れたものであり、執行部が心底から反省し、明確な責任を取っているとは少しも感じられない！

これほど未曾有の性犯罪事件で重大な過誤があり、それも深刻な人権侵犯であり、当然その関係責任者は全員進退伺いを出し退陣してしかるべきなのに、世間の常識を全く無視している。教区の責任者は言うまでもなく当時の最高責任者の主教である武藤氏と古賀司祭はなんと聖公会の最高の学校法人、立教大学と平安女子大で総長に並ぶチャプレン長である。この性犯罪司祭の加担者であったということも忘れ評議員の一人としても名を連ねている。チャプレン長に任命したのは聖公会１１人の主教で構成される最高決議機関である主教会である。このような人権侵犯事犯の最高責任者がよりによって教育機関に在籍させる聖公会とは一体どんな常識を備えているのか？　強い反省を求めたい！
チャプレンは、大学、病院などに派遣されて、その施設・人間が信仰の道を進むように神の言葉を取り次ぐ役を担っている。大学チャプレンは、教授・職員・学生に説教をし、学問研究が神の目に適った形で進められるよう教示する霊的指導者なのだ。
最後に一番重要な認識はこの事件は“一少女に対する単なるわいせつ事件”ではなく、性虐待事件を５段階にランク付けすればこの事件は　“５aaa”　と認定されるほどの実に過激なものであり、この事件に対してはセクハラとか、わいせつというような軽い表現は絶対使ってはいけない！まさに超悪質な性犯罪事件であり、もし刑事事件で立件されていれば聖神中央教会の金牧師の懲役２０年をはるかに越える現行で最高刑の３０年は絶対下らないと考えるのが法曹界での一致した意見だろう！
聖公会関係者はこの事件をタブー視し、私どもの様な追及には管区をはじめ、京都教区、東京教区では配下の教役者に緘口令を引き接触を禁じる暴挙に出ている。この状態でこの事件に蓋をし幕引きをし、風化させようとしている。この事件の裁判中には京都教区の聖職者の誰一人“原田が主張する”事実無根“は絶対おかしいと主教に声を上げる教役者がなく、被害者を見殺しにした。
今私共が相当なエネルギーを使って聖公会の対応を糾弾しているが、ほとんどの教役者は沈黙を押し通している。京都教区の司祭及び普段やかましく人権を口にする女性教役者諸君で誰一人として裁判記録を閲覧した者がいない！奈良地裁葛城支部で弁護士以外に閲覧したのは実に私一人ではないか！（２００６．７．１２現在）こんなことで原田が何をしたのか、教区執行部がそれに対してどのような対応をしたのか、どう言う裁判であったのか理解し、正しい対応が出来ると言えるのか？怠慢にも程がある。京都教区がこの事件を如何に軽く考えているかこの事実一つ取っても推して測るべしだ！最高裁判決一周年を迎える契機にあらためて退職を撤回した主教の取り返しのつかない過ち、そして常置委員たちの唖然とするような行動、思考回路を再検証し、ここに聖公会の聖職者すべてにこの事件を風化させることなく真摯な反省と勇気ある行動を求めたいと思う。
京都教区武藤六治主教（元）の重責を問う！
　　　　古賀司祭・文屋司祭・高地主教の責任を問う！
“衝撃のドキュメント　４・１８“
この事件は被害者が小学４年から５年間も信頼していた牧師先生から性的虐待を受けたことにより重いPTSDを患い、２００１年４月５日それが嵩じて救急病棟へ運ばれることで発覚したが、実はそれ以前から密かに
被害者の父親が原田司祭夫妻と示談を重ねていたと裁判記録に記されている。

即ち被害者は１９９９年７月（平１１年）奈良県警に原田司祭から性被害を

受けていたことを相談に行き、８月に奈良県精神保健センターの○○医師（京大精神病理学）の診察を受けている。１９９９年１２月父親に被害を打ち明け、翌２０００年１月に家族にも打ち明けている。
提訴されたのは２００１年（平成１３）６月（奈良地方裁判所受理）
原田夫人が初めて夫のわいせつ内容を２０００年１月３日被害者からの電話で知った。信じられないと思いながら１月６日最寄の駅前の喫茶店で被害者から詳細を聞いた。別れ際夫人は「夫に確かめ事実であれば牧師をやめさしますから」と告げた。その後原田司祭は１月２８日に父親へ、３月１０日被害者本人へ長文の謝罪手紙を出している。その書き出しは

○○様　　懺悔の値打ちもない愚か者から痛悔し（筆者注：カトリックの悔悛の秘蹟の本質的部分）手紙を書かせていただきます。はらわたが煮えくり返るほどのお怒りを覚悟して・・・・（略）死んでしまいたい位の気持ちで悶々としています。このまま車を崖から・・・（裁判記録４８頁）
この手紙は主教にも手渡され、後日、主教は父親に返送している。

故に主教は原田がこの手紙でわいせつを認め謝罪していることをそれを読んだ時点で認識しているのである。武藤主教が退職撤回したことがこの一点からしても如何に常識はずれか分かるでしょう！

裁判では土下座して謝罪したことと、この手紙が事実認定の大きな証拠として採用されている。裁判官はこの手紙の謝罪の意味を一句一句

相当な時間を費やして謝罪の意味を深く糾明している。事実無根を主張するのに

「土下座や手紙での謝罪表明はおかしい。その時点で不法行為の承認と債務補償を認めたことになる」と判決要旨で断罪されている。

その後原田司祭は橿原会館で父親に３回会い「魔がさした、許してください、許してください」と懇願・謝罪している。
注意：以下グレーの網掛け部分は筆者のコメントです
しかし謝るばかりで司祭を辞するとは明言しない。
最高の倫理規範を要求される聖職者にはわいせつの“わ”の字が

出ただけで懲戒解雇だ！
事実無根を主張する人間が「魔がさした、許してください、死んでしまいたい」

と何故言うのかと裁判官に訊かれると「牧師と言うのは信者がどんなことを言ってきても受容するのが仕事です」と答えている。自ら謝罪手紙を書きながらこの男はなんと言う卑怯な男か！全く話にならない返答である！裁判官を馬鹿にし、社会を愚弄するのにも程がある。
　　　夫人は、少女に対する猥褻いたずら行為を夫である司祭が
　　　認めた段階で主教に報告する義務と責任があり、主教はそれを受けて即刻祭事の禁止、懲戒解雇等々の対応をすべきなのだ！
もし主教が報告を受けて、そのまま放置していたとしたら武藤主教の責任とその罪は救いがたいものとなる。
２０００年１１月２３日の教区会（年一回）で司祭は出席していた父親を会議室の片隅に連れて行き「娘さんの体を触りました許してください！」とわいせつ行為をはっきり認め、謝ったと書かれている。夫人が「事実であれば牧師を辞めさします」と言ったのに１年経っても謝るばかりで一向に辞めないので、２００１年３月８日電話にて被害者の声を原田司祭に聞かせ娘の一生を台無しにしたことを厳しく責め、退職を迫りました。
そして問題の　　　　　

２００１年４月４日
父親が武藤主教を呼び出す
　父親は原田本人と夫人がこの性的いたずら問題を主教に報告していないことを知り、武藤主教を橿原会館に呼びつけ、　「原田司祭はけしからん　「わいせつ牧師」です。すぐ辞めさせてくださいと迫り、その場で被害手記を手渡した。」
４月５日
被害者が救急車で
PTSDが昂じて救急病棟に運び込まれ、連絡を受け夫人を伴いすぐ駆けつけた司祭は、夫人の横で土下座をして一人で立ち上がれないほどの状態だった。そのあと控え室で原田は「娘さんに対してセクハラ行為をずっとしていました。お父さん！どうかお許しください！娘さんの体を触り性的いたずらをしていました。お許しください！そのたびに口止めをして触りました。お許しください」と何度も私に懇願した。
武藤主教は前日手渡された被害記録手記を読み、信じられない思いで悶々としながら、原田司祭を呼び、「辞表を書きなさい、退職しかないでしょう。また復職の道を考えます。退職願いは８日付けにします」（記録原文）と原田に告げた。
　　　
「また復職の道を考えます」とはこの主教はどこまで馬鹿なのか！
　　　およそ世間の基本的な常識も持ち合わせていない！全く正常な
　　　判断能力にも欠けている。こんな性犯罪を犯した人間に復職の道
　　　があるのか？　聖公会とはどんなカルト教団なのか？
　　　

聖光教会に帰った司祭は遂に観念し、夫人と相談、教会を明け渡す決心をした。
振り返れば１年３ヶ月相手に謝りに謝って何とか牧師を辞めずにこのまま許してもらおうと必死に念願してきたが、遂に来るべきところまで来てしまった。主教に被害手記が届いたのではもうどうしようにも仕方ない。原田は遂に崖っぷちに追い込まれ、じっと下を覗いてみた。

４月６日（金）
牧師を辞めさします
午前中再び原田夫人が病院を訪ね、「牧師を辞めさせますので・・」と告げて帰った。
原田は朝から近くの不動産屋さんを訪れ引越し先を決めた。（その後教会委員のS氏にも打ち明けた。
４月７日（土）
主教が退職させると告げる
主教は午後一人で橿原会館ホテルへ父親に会いに行き、そこで父親に謝罪し、

主教「この度は本当にご迷惑をおかけしました」

「原田を退職させますのでどうぞお許しください！」と告げた。

父親「いくら謝られても娘の心の傷は死ぬまで治りませんよ！」

主教は傷心のうちに帰路につき、近鉄京都行き特急の車内では悶々とした気持ちで一杯であった。　
この日教会委員会が開催されたが全く混乱の状態だった。そしてその日夜７時から急遽召集された臨時常置委員会で退職表明するため、原田司祭は聖光教会の祭服に封印した。その委員会では詳細を発表しなかったので、常置委員のH氏が席を立ち、委員会は流れてしまった。
４月８日（日）
常置委員会で退職決定！

聖光教会の主日のミサ聖祭には浦地司祭が派遣された。
夜６時３０分から２回目の臨時常置委員会が開かれ主教から報告があり、当人は「同意します」と退席した。そのあと主教が被害手記を読み上げはじめたが、あまりの露骨な（過激な○ルノ小説を読んでいるのではないかと間違うほどの）聞くに堪えられない表現に満ち、途中で文屋司祭がさえぎった。そして最後に混乱のうちに退職が決定された。（裁判記録）
終了後古賀、文屋司祭が原田司祭を訪ね、その内容の事実を確認したが、主教があまりの過激な内容故、原田司祭には被害手記を見せていなかったことが判明した。
　　　
４月９日（月）
古賀司祭が動き出す！

古賀司祭は「どうしても心に残るひっかかりを禁じえない」（裁判記録原文）と主教に被害手記を読ませるよう要求、その結果、読後原田はそこで事実無根に１８０度転換した。（この頃、古賀司祭は信徒の弁護士に相談している）
　　　

ここではじめて事実無根という言葉が出てくるが辞書を引くと「根も葉もないこと」とある。主教は「原田が土下座をして謝罪したこと」を父親から告げられ当然知っているわけで絶対事実無根ではない！「退職に同意します」と常置委員会で宣誓したことをこの武藤主教は忘れてしまったのか？
この人間、原田は被害手記を読む前に自らの自責の念で辞表を書いたのに手記の内容が気に入らなかったら事実無根になるのか！
そしてそれをそのまますんなりと主教ともあろうものが認めるとは信じられない！
武藤主教、原田司祭、古賀司祭、文屋司祭は教区での仲良し４人組だったと他の司祭が言っている。
新たな被害者が現れたあとも原田は事実無根と言い張っている。それを

この仲良しの３人が説得できないとは本当に情けない限りではないか！
４月１２日（木）
事実無根路線合作、密談？

午後、古賀司祭は弁護士との相談結果を携え、主教を伴い原田を訪ね協議を重ねる。原田は自信を得、主教に辞表の返還と退職取り消しを迫る。　
主教「一旦出した辞表は受理されているのだから願い下げは本人から申し出なさい！」

原田「主教さん！・教区（主教）が私の事実無根を認定して主教から私に返すべきです！」

主教「・・・・」

この時点で困ったことに４月６日午後主教が橿原会館ホテルで父親と会い、謝罪し、父親に「退職させます」とはっきり言い切っている。原田本人もそのことを主教から聞かされている。
　　
裁判記録にはこの密談の内容がなぜか記されていない。推測になるが「すべて相手の言うとおり認めて退職すると聖公会の名誉にも傷が付く、ここは事実無根で戦うべきだ！どうせ１５年も１８年も前のことだ、裁判になっても子供の記憶より聖職者の証言の方が有利だ」

とでも話し合ったのであろう。そう推測することにより上の教区が事実無根を認定しというくだりが生きてくる。

（記録には奈良教会の法律に詳しい信徒に相談したと書かれている）
父親は、この合作、密談は古賀司祭が中心となってなされ、奈良の弁護士に相談し、事実無根で突っぱねるという結論になった。

弁護士の助言を得て、原田、主教、古賀、文屋の態度が一変し、

電話をするとへらへら笑ったり、人をこ馬鹿にするような対応に変った。　わいせつ事件を冒した司祭を教区あげて擁護する態度に変った！　
４月１８日（水）
退職を撤回することを決定

彼をウイリアムス神学館教授、司祭、

幼稚園園長、常置委員長

平安女学院理事に戻した！

定例常置委員会で主教から経緯を説明し、退職を撤回し原田司祭を復職させることに決定されてしまった。
なんと言う常置委員！なんと言う主教だ！馬鹿以外の表現があるのか
すでに原田はわいせついたずら行為を認め父親に謝罪しているのだから、
絶対退職を撤回してはいけない場面だったのに・・・・。
武藤主教は原田文雄が土下座をし、泣き崩れて親父さんに謝り、退職しますと言ったことを全く忘れてしまったのか！武藤は認知症になっていたのか！主教！主教！武藤主教！

「聖光教会からは退職させろ！」の複数の声が主教に届けられたと記録にある。当然ではないか！

が武藤主教は押し切って退職を取り消し、このとんでもない

“わいせつ魔、性犯罪者”をなんと聖公会司祭、聖光学園理事長、ウイリアムス神学館教授、常置委員長、宗教法人聖公会役員理事に戻してしまったのである。ここで武藤主教の最大の責任が発生するのだ！（古賀司祭、文屋司祭も重大な責任者だ！）世の中にこんな馬鹿な決定があるのか！気でも狂ったのか？（あえて私は馬鹿を使う、聖書になくとも）
聖公会関係者諸君！この最大の誤判断をした人物が５人の被害者、高田聖公会信徒、関係者等々に謝罪手紙一つ送らず、立教大学で霊的指導を
平然と行っている、これではカルト教団と言われても否定出来ないであろう！（２００７年３月３１日考える会の１年半に及ぶ糾弾とマリア教会の高齢婦人信徒の一喝でついに観念し、引責辞任をした。被害者に撤回の判断をした経緯を詳細に文書にして渡しなさい。そして被害者家族一同にそして現場教会と聖光教会に行って信徒の前で土下座以上の謝罪をすべきです。それだけで済まない程重、重人権侵犯なのだ！）
原田は引越し先から聖光教会牧師館に再び戻り引越しを完了した。そして
５月２日（水）
父親の怒りは頂点で爆発！
主教と原田が橿原会館で父親に面会する。
主教「退職させますと申し上げましたが、その後本人が事実無根を主張しているので退職を取り消し、復職させます。要職も一切今まで通り続けさせます」
父親「主教さん！何を言っておられるんですか！

　　　４月６日に橿原会館ホテルに謝罪にこられた時

　　　申し訳ありません、原田を退職させますと

言われたじゃありませんか」
主教　「本人が事実無根と言っているので・・・」
　　　「本人はわいせつ程度でそんなに大したことはしていない」

　　　と言っています。退職を決定したのは行為があったことで

　　　なされたもので、今、その行為が事実無根であると本人が

　　　否定しているものだから、復職させます。要職もすべて

　　　それまで通りに戻します。」　　

ここで被害者父親の怒り、驚きは頂点に達した。退職させると約束したので

何とかこれで収拾と考えていたのに・・・父親は耳を疑った。これでは原田は勿論だが、戦う相手は主教であり、京都教区であり聖公会だと・・・・・。
父親は「主教さん！私は絶対許しませんよ！人を馬鹿にして！聖職者でしょう！女児に何年も何年もわいせつ行為をしても許されるのですか！」
こんなに気の毒な父娘を黙って見過ごせますか！

主教の顔が悪魔の顔に見えます！　　　　
５月６日（日）
原田は何食わぬ顔で聖光の祭壇の前に立った！
原田司祭は教区の正式決定機関である常置委員会により正式に復職が認められ

この日の主日から原田司祭による聖光教会でのミサ聖餐の祭事が復活した。
聖光教会信徒の驚きはいかばかりであっただろうか？

武藤主教が誤った決定を下したため、被害者はこれ以後４年と１０日間

裁判法廷により過酷な性的虐待の２次被害を受けるのである。

聖公会はこの性犯罪司祭に７つの秘蹟の祭事を行わせ、穢れた手で聖杯を捧げさせたことは誠に罪深い、恐ろしい話だと思わない人はいないでしょう！ヨーロッパのオカルト小説を探してもこれほどの身震いする小説を私は知らない！その最高責任者が現在も立教大学と平安女学院で総長に並んで座っている。

社会がこれを許すとは到底考えられない！聖公会に猛省を促す！
全国の宗教団体にこのメールを送っている。全国の宗教関係者は聖公会の

きっちりとした幕引きを注視している！

それから提訴まで２，３回橿原会館で主教、原田、父親が会合するも原田は事実無根をまげず、遂に
２００１年

７月９日（月）
奈良地裁に損害賠償提訴となったのである。
（民事第５小法廷　神山隆一判事、　平１３（ワ）１９３号　）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

それから４年と１０日間被害者を２次虐待したのである　　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２００５年

７月１９日（月）
　最高裁判所結審　第３小法廷　判事　斉藤　昌
　　被告　原田文雄（５６歳）の上告棄却、大阪高裁判決確定

　大阪高等裁判所　第５民事法廷　（２００５年３月３０日原告勝訴）

　　　判事　大和陽一郎・大西　忠勇・細島秀勝
原告（被害者）に損害賠償慰謝料５００万円支払うこと
注：５００万円と訴訟費用（推定１５０万）はだれが支払ったのか？
　　精神鑑定費用だけでも約45万円（記録に支払い証明添付）

　　巻末の宗教法人法を参照されたい。

結審後新聞発表の事実無根の報道を見て、新たに４人の女性がこの牧師から同じ被害を受けたことを申し出たことは皆さん周知の通りです。　　　　
そのあと父親は２００５年１１月２２日の京都教区の教区会で最後に発言され“原田司祭を退職させる”と一旦主教が謝罪されたのに、
その１０日後に今度は“取り消します”“要職も元のまま”と言われ、自分の人生で最大のショックを受けた。これはまさに聖公会との戦争だ！絶対許せない！と最後まで戦う決意をしたと述べられた。
当然ではないか！
参考：
１．大阪高裁の判決では原田が父親と被害者本人に出した手紙と病院で複数回土下座して謝罪した事実を被告が不法行為の承認及び債務承認をしたことになると強調している。
２．被告側弁護士は「虚言癖、妄想癖がある」という主張をし、争ったが京大の精神病理学の鑑定で「身体的障害による虚言癖、攻撃性を認めない」とほぼ否定している。

３．最高裁に上告したが民事で上告できるのは民訴法３１２条の１，２のケー　　

　　スだけで、今回は事実誤認と法令違反として差し戻された。
聖公会の聖職者・教役者諸君！

　ここに退職撤回の経緯を記したが私はここまで追及を深めるつもりは当初なかったが、最高裁結審後（２００５年７月１９日）京都教区に対して何度も面会を申し入れたが三浦総務局長が頑として受け付けず、本年１月１３日こちらから無理やりアポイントなしで教務所に押しかけ、やっと主教に３０分ほど面談できた。しかし事件の詳細は一切聞きだせず、その後もこちらからの質問状などには一切応えられず、無視され、現在に至っている。今回私は想像以上の激しい性虐待の内容を知って、その責任者の責任のとり方があまりにも世間の常識からはずれていることに驚き、特に最高責任者が被害者や関係者に謝罪を済ませていないこと及びこの最高責任者の武藤主教と古賀司祭が判決以後現在に至るも教育界の最高位に在籍されていることに唖然としているのです。武藤主教自身が自らを省みて自身の進退を自ら決めることが一番いま要請されていることではないだろうか！残念ながら結審後１年になりますが聞く耳を持たないようです。
　　　散りぬべき時知りてこそ世の中の花は花なり、人は人なり（細川ガラシア夫人）

さて
わいせつの有罪判決で損害賠償慰謝料の額は通常８０万円から１００万円
　　と法曹界では見られている。今回のように５００万円の請求で満額を認められたというのはきわめて異例で、この事件が如何に悪質なもの（判決文）であったかが窺い知れる。わいせつを通り越して性犯罪暴行事件と言っても過言ではない。　
　純真無垢な複数の少女に呪縛をかけ長期間繰り返し性虐待を加えていた事実、しかも子供が最も信頼を寄せる牧師先生、聖職者によるものであったことを考えるといまだに震えが止まらないのは私だけでしょうか？
　そしてその最高責任者の武藤主教が何事もなかったような顔で立教大学の総長に並ぶチャプレン室で執務されている事実、こんな性犯罪者を擁護し加担した人物を最高学府の教育機関に任命している聖公会主教会は本当に正常な判断を下せる機関なのかどうか監査する必要があるのではないか？　本当に国が認可している宗教法人なのかどうか疑問に感じるのは私一人だけでしょうか？私は現在聖公会の信徒ではないという理由で
　聖公会は私の質問、糾弾に一切応えようとしない。それなら他の被害女性の両親が聖公会に抗議に来た時、信徒でないという理由で門前払いできるのか？はっきり言いますが被害者の親が全員信徒であると言うことはあり得ません。
　私共のこの告発の目的は一切他意はなく、ただ社会に開かれた宗教法人である聖公会がこのような事件を起こし、しかもその対応がきわめて反社会的であるということを指摘し、意見表明をしているのです。この告発により聖公会が真摯に今までの対応を反省し、被害者に２重の虐待を与えた責任者を明確にし、はっきりとした処罰をすることを訴えているのであります。社会問題化したオウム真理教や聖神中央教会に対して一般市民が抗議に押しかけた時、信徒でないという理由で拒絶できるのか！

この事件は大きくマスコミでも報道され、教会内部、聖公会内部の問題から社会的大事件となり、市民の誰が抗議に訪れても誰から質問されても真摯に対応せねばならないのだ。国が認可した宗教法人です。それは常に社会に開かれた社会性と公共性を備えていなければいけない。
それがいやなら日本国に対して宗教法人を返上しなさい！

教会内で日常起こる信徒間の人間関係、教役者と信徒間の意見の相違、信徒個人の悩み、それらを解決する同じステージ、レベルでこのような事件に対処しようとしたところに京都教区の最大の誤りがあったということを

早く気付くべきだ！　このような刑事事件級の深刻な社会的事犯では内心倫理や信仰だけではどうしても解決できない部分があると言うことを聖公会はしっかり学習すべきだ！
閉鎖性と隠蔽体質を改め、
主教や主教会に過ちがあれば信徒、司祭、聖職候補生誰であってもオープンに民主的に発言できる宗教団体にこの事件を契機に大変革すべきだ。

それを改めない限り今回のような事件、それに続く誤った対応は繰り返されるであろう！

（私はこの事件現場の教会で２９歳までオルガニストをしていた。５人の被害者と同じ日曜学校で同年代の姪もいる。だれが考えても
私は第一の関係者でしょう）
　　　　　２００６年（平１８）７月１７日　　　　　　
日本聖公会京都教区FH司祭事件を考える会　　代表　　

この事件のさらなる詳細は下記のHPを開いてください。
　　　　事件ホームペイジアドレス    http://www.geocities.jp/asshor15/seikoukai.html
        　　　　　　　　　　　　　

参照：
宗教法人法　　　第十一条（宗教法人の責任） 
１　宗教法人は、代表役員その他の代表者がその職務を行うにつき第三者に加えた損害を賠償する責任を負う。
２　宗教法人の目的の範囲外の行為に因り第三者に損害を加えたときは、その行為をした代表役員その他の代表者及びその事項の決議に賛成した責任役員、その代務者又は仮責任役員は、連帯してその損害を賠償する責任を負う。 

高地主教が新聞発表した事実無根の報道をみて、新たに４人の女性が被害を

受けたと名乗り出たことで京都教区がやっと誤りに気が付くという

誠に許せない対応だった。この賠償額は４人の家族を養う牧師にとって

あまりにも大きなものであるが上記のように法人が支払ったのかどうか

明確にしていただきたい。信徒の貴重な喜捨金がもし使われたとしたら

· ・・・・。
高地主教の対応について

　2006年8月14日父親と面会した話の中から高地主教の驚くべき人権侵害発言を聞かされ、この主教も武藤主教に劣らず世間の常識を知らない人物だと感じた。
許されない高地主教の発言

　2005年8月27日の新聞で高地主教は

　　「本人が事実無根と言っているのに最高裁のこの判決に強い憤りを感じる！

最高裁に強く抗議する！」と新聞発表した。

それを見て被害者の親戚の一人が教務所の高地主教に電話で抗議した。

被害者親戚「最高裁で敗訴したのにこの新聞発表は何なんですか？」
　　　　　「聖公会は日本の法律を無視するのですか？」

　　　　　「コンプライアンスという言葉も否定するのですか！

　　　　　「新聞発表をやり直しなさい！」

高地主教　「この判決には承服出来ない！」

　　　　　　「本人は事実無根と言っているのだ！」

　　　　　　「事実無根だ！こんな判決はけしからん！」

　被害者親戚「裁判所で4年間もかかって多面的に調査、証拠調べをして

　　　　　　　出された判決ですよ。判決結果に服し、素直に謝罪しなさい！」

　高地主教　「あなたは何を言っているのだ！」

　　　　　「四国や九州の事件（注）を知っているか！

　　　　　　「最高裁で死刑になった人が再審請求し、無罪になった例もあるのだ！」
　　　　　　「だから、最高裁に抗議すると言ったのだ！」
この主教はこんな場面であの冤罪事件の例を出すね！
冤罪といえるのは主に刑事事件のときですよ！恥を知りなさい！
被害者なのに裁判が終わってもまだ、加害者を擁護した最高責任者に

怒鳴られるとは？被害者家族、親戚の人々が気の毒でなりません！
　

[image: image1]
　

謝罪手紙でわいせつを認め、土下座をして謝ったこの事件、一旦退職させ、10日後に復職させたこの事件と警察で拷問を受け、証拠の着物に捜査官が別の血液を塗り、

精密鑑定で覆った冤罪事件と親告罪のわいせつ事件を同列に見るほど幼稚な頭で

主教職を務めていると今後もまた大失敗をしますよ！それよりわずかな減給で

主教職をつづけているとは世間もあっと言っているのがまだわからないのですか？　
高地主教は被害者の親戚（父親の従兄弟）の人に再度訪問し、丁重に謝罪すべきだ！

何回謝罪しても、一生謝罪続けても足りないということを分かっていますか？

分かっているのであれば現職をのうのうと勤まりますか？

新たに4人も犠牲者が判明しても加害者を事実無根で法規上無罪放免していて良いのか！　　　聖公会法憲法規に照らし、審判廷を正式に開廷し、正義の審判を下しなさい！
外国では児童に対する性的虐待は無期刑の国もあるのを知っているのか！

一刻も早く武藤、高地、古賀、文屋は進退伺いを出すべきだ！⇒民の声

大阪高裁での敗訴は２００５年３月３１日なのだ！

実に原田文雄を免職にしたのは２００５年９月５日なのだ

この４ヶ月と５日間に彼を平気でサクラメント祭事につかせ、

ウイリアムス神学館の説教学の教授につかせ、直前まで神学生に講義させていたことを考えると、教区のこの事件の対応がいかに常識はずれで反社会的であるかを否定できる人がいるでしょうか？　カルト教団と言われて反論できるのか！
聖公会よ！神の測り縄を持っているのか？

今からでも遅くない被害者に衷心より謝罪し、責任者はしかるべき責任を取りなさい！

聖公会司祭ほか全教派、全教役者諸君！
　　原田司祭、武藤主教、古賀司祭、高地主教を審判廷に！
「わいせつ事件で沈黙することは加害者の擁護者になり、２次加害者になると」どのセクハラ防止教科書にも書いてありますよ！京都教区の対応に強く抗議してください！
抗議先
· 京都教区主教　高地　敬（２００３年９月就任）
　　　（主教就任以後も被害者に一度として面会せず、話も聞かず）

　　　（被害者を敵に廻し、苦しめた責任は辞職に値する）
　　　〒６０２－８０１１　京都市烏丸通り下立売上がる

　　　　　　　　　　　　　　　日本聖公会京都教区教務所内

電話　０７５－４４１－２３７２　Fax　０７５－４３２－６７２３

· 立教大学チャプレン長　武藤六治（退職主教）（２００７年３月３１日
　　　辞任する）

　　　（性犯罪者を擁護し、退職を撤回し、復職を認めた重大な責任者）

　　　　被害者に謝罪もせず、立教にしがみついていた。その後京都教区

　　　　の親愛修女会の理事長等の公職についている）

東京都豊島区西池袋４－１５－１－３０８
　電話０３－３９８４－１９４５

· 元平安女子大学　チャプレン　古賀久幸司祭（退職撤回時の常置委員）
　　　　　　　　　　　　（この牧師が撤回させたキーマンである）　

京都教区小浜聖ルカ教会牧師
　　電話　０７７０－５３－００５５
· 西大和聖ペテロ教会　文屋善明司祭（退職撤回時の常置委員）

〒６３６－００８１　奈良県河合町星和台２－８

電話　０７４５－３２－１５７５

Fax　０７４５－７３－７１８８（幼稚園につき事前に確認要）
退職後　→　九州教区へ

宗像聖パウロ教会　０９４０－３６－０７４０

· 日本聖公会首座主教　植松　誠　（２００６年４月就任）
〒００１－００１５　札幌市北区北15条西5丁目１－１２

　　　　　　　　　　　北海道教区事務所内

電話　０１１－７５６－３３２４（自宅）

Fax　０１１－７３６－８３７７　（同上）

電話　０１１－７１７－８１８１（教務所）

Fax　０１１－７３６－８３７７（同上）

· 京都教区常置委員（2006年度）

　　　石塚秀司司祭（常置委員長、２００６年７月に辞職）
　　　　〒６３０－８２１３　奈良市登大路町４５
　　　　　　　　　　　　　　　奈良基督教会内

　　　　電話　０７４２－２２－３８１８

　　　　Fax　０７４２―２３－６７７４

　　　三浦恒久司祭　（常置委員、石塚司祭に代わり常置委員長就任）
　　　　〒６１２－８０３９　京都市伏見区御香宮門前町１８４

　　　　　　　　　　　　　　　桃山基督教会内

　　　　電話＆fax　０７５－６１１－２７９０
　　　宮嶋　眞司祭　（２００６年度常置委員）
　　　　〒６０６－０９４２　京都市左京区松ヶ崎樋ノ上町２

　　　　　　　　　　　　　　　聖光教会内　

　　　　電話　０７５－７８１－５７７５
　　　　Fax　０７５－７８１－５７８１（幼稚園につき事前に確認要）

石塚司祭に代わり補欠の　　　

黒田　裕司祭　（京都教区から聖公会神学院へ出向中）就任
　元大阪教区主教　宇野　徹（裁判中の首座主教）

　　聖贖主教会嘱託牧師
　　　電話０６－６３０２－７９４５

〔以上は２０１０年現在です〕
筆者注：


四国の冤罪事件は財田川事件、香川県財田村　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　九州の冤罪事件は免田事件、熊本県人吉町　


　　　　　　　　　　　　　


冤罪の定義：


強大にして絶対的権限を有している国家（警察・検察）が収集した


　　　　犯罪証拠が、権力もない、また資力もない弁護士をはじめとする民衆に


よって否定されることである。これは極めて重大な出来事を意味する
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